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 ３月１日（火）第２０回卒業証書授与式を盛大かつ厳粛な中挙行されました。暖かな日が続き、春の兆しも感じられ

る週末から一転して、小雪降る寒い天気の中の卒業式となりました。蔵王町長村上英人様はじめ多数のご来賓の方々に

ご臨席いただきました。小松校長先生から卒業証書を各クラス代表に授与されまし

た。小松校長先生の式辞の中でも、そして村上町長のご祝辞の中でも、共通した言

葉がありました。「卒業生の皆さんは今年の選挙から、投票権が与えられます。自覚

と責任を持って臨んで欲しい。」ということでした。社会の変化の激しい中、蔵王高

校で培った力を発揮してそれぞれの道を歩んで欲しいと思います。 

生徒会長青田一歩君の送辞では、各種行事での卒業生の皆さんのリーダーシップ

に感謝し、これからも蔵王高校の伝統を引き継いでいく言葉が贈られました。卒業

生代表佐藤淳平君の答辞では、３年間の思い出や学んだことに加え、保護者の皆さ

んへ、今までお世話になった地域の方々へ、教職員へとそれぞれに感謝の言葉を頂

きました。卒業生全員の気持ちが籠もった心温まる答辞でした。 

 最後には、卒業生も在校生も会場中響く大きな声で校歌を斉唱し、心に残る卒業

式になりました。本当におめでとうございました。 

 卒業生退場の時には、進行にないサプライズがありました。３年間を学年主任と

して、全体をまとめてきた小林先生に感謝の言葉を伝える場面が卒業生によって準

備されていました。小林先生も泣けずにはいられない場面でした。 

 

 

 

 

 

 １月２７日（水）蔵王町志教育実践事例発表会が開催されました。テーマ「ふるさとに

誇りを持ち 夢に向かって自分をいかす ざおうッ子 ～学校・家庭・地域のつながりの

中で～ 」を掲げ、蔵王町ふるさと文化会館「ございんホール」にて行われました。パネ

ルディスカッションでは、本校１年生の今村翔瑠君、加藤竜太君、鈴木樹里さんの３人が

本校の学習活動として、「防災教育 ～火山災害～ 」を発表しました。昨年１１月に防

災教育での講話をもとに、蔵王山の火山災害について、どうように防災を進めるか研究発

表をしました。地域の防災士今村さんから学んだことを活かして、私たちの住む地域を理

解し、命を守る行動をどのように実践していくべきかを考えました。 

 この発表は、２月１３日（土）に県庁で県内のすべての高校が参加した「みやぎ高校生

フォーラム」においてポスターセッションの形式で参加してきました。蔵王山の噴火活動

における現状や高校生がどのような危機意識を持っているか、どのように減災に取り組むかなど、参加者の質問に 

答えていました。 

 

 

 

 

 ２月１９日（金）進路報告会を実施しました。卒業後の進路を決定した３年次生が、１・２年次生に向けて自らの体験など

を話すものです。報告をしたのは大学、専門学校、就職の３つの分野から選ばれた３年次代表の２０名で、１年次はクラスご

と全ての分野からの報告、２年次は分野ごとに分かれてより詳しい報告がありました。２年次大学分野の会場では全体報告の

あと個別の面談を行ったり、同じく就職分野では聴く態度について先輩が直接後輩を指導したりと、白熱する場面も見受けら

れました。 

 この行事は、先輩から実際の試験の様子や準備についてのアドバイスを聞くというのが１、２年次生にとっての大きな目的

ですが、発表する３年次生にとっても有意義な行事です。それは進学後も就職後も人前で筋道を立てて話をしたり、質問に答

えたりする機会があるからです。１度でもこういう場面を体験していると自信につながります。報告をした３年次のある生徒

は、代表に選ばれ発表する機会を得たことをとても喜んでいました。 

平成２７年度 祝 第２０回 卒業証書授与式挙行 

蔵王町志教育実践事例発表会が開催されました。 

平成２７年度卒業生の「進路報告会」を開催しました。 



２月１９日（金）３、４校時に予餞会が行われました。生徒会が中心となって企画し、

卒業する３年次生に向けて、軽音楽部の発表、部活動の後輩から先輩へのメッセージ

や、卒業生から担任の先生方へ感謝の言葉を伝えました。 

今年度は新企画として、卒業生ＶＳ在校生による対決コーナーがあり、コーラ早飲

みや激辛カレー早食いを行いました。結果は３年次生チームが見事２勝し、卒業生と

しての貫禄を見せました。 

 クライマックスにはこれまでの３年間の写真を使ったスライドショーが流され、３

年次生のみならず１、２年次生も感傷にひたっていたようでした。冒頭では「ＮＯ Ｍ

ＯＲＥ 映画泥棒」ならぬ「ＮＯ ＭＯＲＥ 思い出泥棒」も登場し、笑いを誘って

いました。 

 例年になく、笑いあり涙ありの予餞会で卒業生を送り出すことができました。 

 

 

 

 

 ３月１８日（金）に蔵王町ふるさと文化会館（ございんホール）にて、盛大に開催いたしました。今年は第１０回を数える

記念の年になりました。特別企画の発表も加わり、充実した内容でした。発表する生徒も聞く生徒も真剣に臨みました。例年

以上にすばらしい発表でしたとのお言葉も数多くいただきました。蔵王町立宮中学校の２年生の生徒の皆さんにも参加してい

ただました。ご指導いただきました地元企業の講師の皆さん、ご来賓並びに保護者の皆様、県内各地から参加いただきました

高校の先生方にも感謝申し上げます。 

【発表内容】 

○大阪商業大学ビジネスアイディア甲子園２０１６参加作品のプレゼンテーション  

１年次生徒参加 

・「僕はママを助けるあわあわで」 １組 我妻 美咲  １組 水上 美月 

・「譜面台を改造してみた。」    １組 羽豆 弥生  ３組 小野寺 七海 

・「歴史観測」          ２組 亀岡 倫太郎 １組 加藤 竜太 

・「でき箱くん」         ２組 真壁 葵   ３組 小関 輝 

・「ファミリーカップケーキ」   ３組 佐藤 沙也加 ３組 相原 葵、佐竹 美咲 

・「便利なリップ」        ３組 佐藤 美樹  １組 庄司 月夏 

 

○地元企業プレゼンテーションコース  アントレプレナーシッププログラム ２年次 

 （アントレの授業で出された、地元企業からのミッションに対して回答をプレゼンテーションします。） 

・「田舎に住んでみよう in Zao 」（企業名：竹鶏ファーム） 

 チーム名  masy   ２組 我妻 佑哉 ２組 真壁 楓希 

・「Surprise 」（企業名：ざおうハーブ） 

 チーム名  一期一会 １組 遠藤 安未 ２組 小林 明香里  

３組 鈴木 悠加 

 

○特別企画 

 「研究発表」 

・「蔵王山について」 自然科学部 １年 

１組 今村 翔瑠 １組 加藤 竜太 １組 齋藤 耀映 ３組 國分 颯人 

・「施設実習で学んだこと」  福祉選択者  ２年 

          １組 中澤 未来 ２組 熊谷 澪  ２組 平間 天   

３組 大野 結衣 ３組 木須 千晴 

・「施設実習で学んだこと」  福祉選択者  ２年 

          １組 松野 恭奈 ２組 一條 円    

３組 串田 裕太郎３組 山内 佳奈 

 

 

起業家教育発表会を開催しました。 
 

卒業生に感謝して「予餞会」を行いました。 
 


